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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、1980年代以降の社会変動下での中国少数民族の就学、移動、家族の変容を
明らかにしながら、エスニック・マイノリティ家族における民族文化の伝承/断絶の実態を、教育学の観点から実証的
に検証することにある。調査の結果から、（１）少数民族女性への近代学校教育の普及に伴って、農村から都市部に移
住して近代的職業につく者も生まれているが、民族の伝統から遊離しつつあること、（２）他民族との通婚も生じ、こ
うした婚姻家庭においては民族の文化的継承が断絶している例も少なくないこと、（３）親の出稼ぎに伴い少数民族児
童が寄宿舎生活を送ることで、家庭での文化継承が困難になっていること、以上が明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to explore the reality of success or struggle of 
ethnic culture in ethnic minority families in China by analyzing the enrollment, migration, and 
transformation under social change after the 1980s.
The following conclusions were obtained from the study:(1) Many ethnic minority women work in distant 
cities with the spread of modern education. These women are free from the tradition of their ethnic 
culture.(2) Some of the ethnic minority women marry into other ethnic groups. It is very difficult for 
them to preserve their cultural legacy after marriage; there is a discontinuity of the woman’s cultural 
inheritance in such a marriage.(3) Parents of many ethnic minority children work away from their 
hometown. Many children are separated from their parents and live alone in a school dormitory. The 
separation of a family and its effect on the child’s education pose a serious sociological problem and 
can hinder the continuity of their own culture.

研究分野：社会教育、中国教育、中国少数民族教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）1980 年代以降に本格化した改革開放政
策以降、中国では市場経済化が進行し、と
りわけ 2000 年の西部大開発によって内陸
部に位置する少数民族地区の開発が一層
促進された。また、近代化の基礎として学
校教育が強力に国家政策として推進され
た結果、少数民族地域においても義務教育
が普及した。そして、回族などイスラーム
信仰といった宗教上の理由から、学校教育
を忌避してきた少数民族家庭も、子女に公
教育を受けさせることを自発的に選択す
るようになった。 
  
（２）従来、少数民族地域では、女児の学校
教育就学は極めて限定されたものであっ
た。しかし未就学状況に置かれていた少数
民族女児・女子青年も社会変動の影響を受
け、学校教育において国家統一のカリキュ
ラムの下で学び、学校卒業後に故郷を離れ
就業・結婚する者が増加傾向にある。 
 
（３）少数民族女性は学校教育を受けて来な
かった反面、知識・道徳・風俗習慣・信仰
といった文化の担い手として、家庭内にお
いて民族文化を次世代に継承する役割を
付与され、期待されてきた。しかしながら、
筆者の予備調査(2011 年、寧夏)からは、女
性が近代学校教育を受けることによって
共同体からの乖離が進み、婚姻家庭におけ
る少数民族固有の文化の伝承が困難にな
りつつあることが浮かび上がってきた。こ
の事実は、少数民族のアイデンティティの
揺らぎや民族の固有性の喪失といった問
題も伴っており、民族存続の根幹に関わっ
て大きな課題を投げかけている。 
 
 
２．研究の目的 
(１)本研究の目的は、グローバリゼーション
という社会変動下での少数民族の就学、学
校卒業後の就職、社会移動、家族の変容を
明らかにしながら、エスニック・マイノリ
ティ家族における民族文化の伝承/断絶と
いった実態を、教育学の観点から実証的に
検証することにある。 
 
(２)定量的調査及び定性的調査によって、出
身家庭と、結婚後の婚姻家庭における家庭
教育や民族文化の継承に関して比較検討
する。また、調査の対象としては、回族、
モンゴル族を中心とし、朝鮮族、チベット
族、イ族などの少数民族も比較検討する。 
 
（３）とりわけ本研究においては、近代教育
を受けて来た少数民族女性教員に焦点を
当てる。近代学校教育を受けることに伴う、
就業、社会移動、婚姻家庭の変容の実態を
検証し、出身家庭において学んだ民族文化
の継承がどのようになされるのか、あるい

はなされずに断絶しているのかを明らか
にすることを、課題として設定する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）調査の手法 
①定量的調査;回族、モンゴル族、朝鮮族、
族等の少数民族学生(小・中・高・大学)を
対象とした、家庭状況、家庭教育(言語、
道徳、価値観、民族意識、宗教、民族行事、
家族行事)に関わる質問紙調査。 
②定性的調査;各世代の少数民族女性、(ⅰ)
中華人民共和国建国前生まれ；60 代以上、
（ⅱ）建国から改革開放期以前生まれ；40
代～50 代、（ⅲ）改革開放期以降生まれ；
30 代以下、といった各年代層へのインタビ
ューを通じてのライフストーリーの聞き
取り調査を実施。出身家庭、受けてきた家
庭教育、学校教育、学校卒業後の職場生活、
結婚後の家庭生活、家族・子ども、婚姻家
庭における家庭教育などについて調査。 
 
（２）現地調査 
①内モンゴル自治区におけるモンゴル族女
性調査（アンケート、女性教員・中高校生
対象、2012 年 3月～4月） 
②雲南省での回族調査（インタビュー、女性
教員対象、2012 年 8月） 
③湖北省における土家族地域調査（学校での
参与観察、インタビュー、男女教員対象、
2013 年 1月） 
④寧夏回族自治区における回族女性教員調
査（インタビュー：1995 年以来の継続的な
追跡調査の一貫、2013 年 4月） 
⑤呼和浩特民族師範及び二連浩特市等にお
けるモンゴル民族学校調査（学校での参与
観察、アンケート、インタビュー、教員・
大学生対象、2013 年 6月） 
⑥内蒙古包頭及び呼和浩特におけるモスク
調査及び少数民族家庭（回族、3 世代）に
対する聞き取り調査（2013 年 9月） 
⑦貴州省農村小中学校での調査（参与観察、
インタビュー、ミャオ族教員対象、2014 年
3月） 
⑧四川省青川県、蒼渓県調査（参与観察、イ
ンタビュー、留守児童・教員対象、2014 年
6月） 
⑨四川省涼山イ族自治州調査（学校での参与
観察、インタビュー、イ族・モソ族・チベ
ット族の教員・家庭対象、2014 年 12 月） 
 
 
４．研究成果 
（１）少数民族女性に対する近代学校教育の
普及とライフスタイルの変化 
①少数民族女性への近代学校教育の普及に
伴って、農村から都市部に移住して教師な
どの近代的職業につく者も生まれている。
少数民族女性教員の調査によれば、都市部
への移住に伴い、ライフスタイルも近代化



しつつある。たとえば、貧困の代名詞であ
った寧夏の黄土高原においても、自家用車
で通勤する回族女性教員が登場している。
20 年前には想像すらできなかったことで
ある。 
また、寧夏の黄土高原地域では、既婚女
性はヴェールの代用品として帽子を被る
習慣があったが、回族女性教員のほとんど
は帽子を被らない。 
②こうしたライフスタイルの変化は、1986 年
の義務教育法の施行及び少数民族地域に
おける学校教育の普及に伴って学校教育
を受けるようになった、1980 年代以降生ま
れの女性教員に顕著である。 
 
（２）結婚 
①少数民族においては、（親の強い希望があ
り）同一民族間の結婚が多い。ただし、20
代から 30 代の回族女性教員の場合、自由
恋愛による結婚が増加している。伝統的に
回族家庭では、父母が娘の婚姻について決
め、自由な恋愛による結婚は、認められな
かったため、女性が専門職につくことで、
婚姻においては新しい潮流が生じている
ことが指摘できる。 
②従来、少数民族の場合、早婚が多かったが、
少数民族女性教員の場合、漢族とほとんど
変わらない。 
③女性教員の場合、子どもが多ければ多いほ
ど幸せといった伝統的な価値観から、少な
く産んで優秀に育てるという考え方に、生
育観が転換している。 
 
（３）少数民族家庭における文化の継承 
①同一の少数民族間の婚姻が多いとは言え、
都市部においては、同じ民族の配偶者を捜
すことが困難でもあり、他民族との通婚も
生じている。こうした婚姻家庭においては、
宗教的実践、食習慣などにおいて、民族の
文化的継承が断絶している例も少なくな
い。 
②婚姻に伴い、家庭における言語状況に変化
が見られる。たとえ同一の少数民族であっ
ても、普通学校（民族学校以外の学校、漢
族学校）出身の配偶者と結婚した場合、婚
姻家庭内で民族言語ではなく漢語で話す
状況が生まれている。また、子どもが産ま
れ、子どもが普通学校に進学した場合、子
どもの将来のために、家庭内においても民
族言語ではなく、漢語で話すというケース
も生じている。 
③民族の文化伝統や道徳の規範意識は親子
間で継承されている（モンゴル女性教員調
査）。女性教員が自分の親から受けてきた
家庭教育と、自分の子どもに対するそれは、
１）礼儀正しく、道徳心をもつこと、２）
年上を尊敬すること、以上の項目がともに
高く、家庭教育を通じて、親から子へ道徳
規範が伝達されている。 
しかしながら、女性教師の出身家庭と女

性教師自身の婚姻家庭を比べると、子ども
の教育において、家庭での手伝いが重視さ
れなくなっている。そのことで、労働、あ
るいは行事への参加を通じての文化継承
がなされにくくなっている。 
④普通学校出身の女性教員の場合、民族文化
に対する理解度が低い。自身の婚姻家庭に
おける家庭教育に関しても、民族文化の継
承については消極的である。 
 
（４）親の出稼ぎ・学校統廃合と留守児童 
①親の出稼ぎに伴い少数民族児童が自宅を
離れて寄宿舎生活を送るようになったこ
とで、家庭における文化の継承が困難にな
っている。 
②少数民族地域では、伝統的な行事のために
多額の費用がかかり、それを維持するため
に、出稼ぎに行かざるを得ない状況が生ま
れている。しかし親の出稼ぎが、家族の解
体につながっており、家族における文化の
継承を困難にしているという側面がある。 
③その一方で、民族学校において、民族音楽、
民族体育行事を取り入れるなど、文化継承
の努力が続けられている。 
 
（５）国際フォーラムの開催 
以上の研究成果に関して、以下の国際フォ
ーラムを早稲田大学において主催して発表
を行い、広く研究成果の周知に務めた。 
 
①国際フォーラム「社会変動の下でのマイノ
リティと文化伝承―ライフストーリーの
分析から―」（The International Forum  
Minority and Cultural Succession under 
Social Change: Based on an Analysis of 
Life stories）を主催（早稲田大学、2012
年 12 月 7 日～8 日、NIHU プログラム・現
代中国地域研究との共同開催による）。海
外研究協力者である鄭新蓉（北京師範大
学）、魏曼華（北京師範大学）、張慧真（香
港バプティスト大学）、李恩珠（韓国・明
智短期大学）ら、ゲストを招へい。 
②国際フォーラム「グローバリゼーションの
下でのマイノリティ家族の変容と文化伝
承」を主催（早稲田大学、2014 年 1 月 11
日～12 日、NIHU プログラム・現代中国地
域研究との共同開催による）。鄭新蓉（北
京師範大学）、魏曼華（北京師範大学）、呉
暁蓉（四川大学）、ボロル（内蒙古財経大
学）など、4 人の外国人研究者を招へい。
回族、モンゴル族、チベット族に加えて、
消滅の危機にある土族の言語文字状況が
報告された。 
③国際フォーラム「1920 年代～40 年代にお
ける中国回族―オーラルヒストリーに焦
点を当てて―」（The International Forum 
The Hui in China from the 1920s to the 
1940s:Focusing an Oral History）を主催
（早稲田大学・国際会議場、2014 年 12 月
19 日）。内蒙古科学技術大学から朱海珅、



王継霞、妥佳寧 3名の外国人研究者を招へ
い。 
④国際フォーラム「近代学校教育の普及とマ
イノリティの文化継承/断絶―女性教師の
ラ イ フ ス ト ー リ ー の 分 析 か ら ― 」
（ Dissemination of Modern School 
Education and Cultural 
Inheritance/Discontinuity :Analysis 
Based on Life stories of Women’s 
Teacher、国際研討会 近代学校教育的普
及和弱勢群体的文化伝承与断絶---基于女
性教師訪談）を主催（早稲田大学、2015 年
1 月 31 日、NIHU プログラム・現代中国地
域研究との共同開催による）。鄭新蓉（北
京師範大学）、魏曼華（北京師範大学）、張
莉莉（北京師範大学）、胡艶（北京師範大
学）を招へい。 
 
（６）研究成果の出版 
研究成果の書籍での出版として『中国エス
ニック・マイノリティ家族の変容と文化伝承
―ライフストーリーの分析から―』（新保敦
子編、 2014 年 6月出版、国際書院）がある。
モンゴル族、回族、朝鮮族、土族の近代化と
家族の変容、それに伴う文化の継承/断絶に
ついて、ライフストーリーに基づきながら分
析した６本の論文（以下、①～⑥）と少数民
族女性教師のライフストーリー2 本（以下⑦
～⑧）を収録。具体的には以下の通り。 
①サラントナラ「モンゴル人家庭における
文化継承及び変容」 
②新保敦子「近代学校の普及と少数民族家
庭における文化の継承/断絶―モンゴル
族及び回族の女性教師を中心として」 
③孫暁英「中国における少数民族の言語学
習に関する一考察―カザフ族へのイン
タビュー調査を事例として―」 
④ボロル「青海省における土族言語文字の
保護と継承」 
⑤花井みわ「上海における朝鮮族の仕事・
生活と民族文化継承」 
⑥李恩珠「越境するマイノリティとアイデ
ンティティ―韓国における脱北女性の
分析から」 
⑦莎「西江苗寨・苗族女性教師のライフヒ
ストリー」 
⑧丁輝「新疆に生きる―回族女性教師への
インタビューから」 

 
（７）国際的ネットワークの形成及び海外で
の出版 
①中国における研究成果の出版 
研究成果の一つとして、国際的ネットワー
クの形成及び研究成果の出版をあげたい。
国際フォーラムにおいて招聘した中国の
研究者との共同研究が進展し、研究成果の
一部を、中国における教育関係の出版社の
代表格とも言える教育科学出版社から出
版。魏曼華、鄭新蓉、新保敦子編著、『我
的教師之路』、教育科学出版社（北京）、2014

年、224 頁。 
②若手研究者の育成 
日中両国における、若手研究者の育成も指 
摘しておきたい。早稲田大学で主催した国
際フォーラムにおいては、若手研究者（日
本人、中国人留学生）が適宜、発表を行っ
た。 
また海外研究協力者が所属する中国側
大学（北京師範大学）においても、若手研
究者、院生の協力を得ながら、女性教員、
少数民族女性教師のライフストーリーの
聞き書きによる研究が進展している。これ
は、ある意味、世代間の文化継承という作
用も果たしている。 
今後、本プロジェクトを継続的に推進す
る国際的ネットワークと研究体制が築か
れている。 
 

 
５．主な発表論文等 
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